
 

１ 日 時 平成 31年 1月 21日（月）13:30 ～14:40 

２ 場 所 県庁 10階 1008会議室 

３ 協 議 事 項 

（１） 平成 29年度運用実績について 

（２） 平成 30年度運用状況について 

４ 協 議 結 果 

 

福井県庁環境マネジメントシステムの運用について、以下のような議論があった。 

 

（１）平成 29年度運用実績について 

 ・可燃ごみ・不燃ごみに関して、目視測定から回収事業者の報告書に基づく数値入力

をするよう周知したため、正確な廃棄量の把握につながった。引き続き、各所属に

徹底させるようにしたほうが良い。 

 ・大規模所属のなかにも、エネルギー使用量を削減している所属がある。他の所属に

も水平展開できるのであればしていくと良い。 

 ・削減結果を金額換算すると、削減意識につながるのではないか。 

 ・県立高校の中でも他の高校より増減の大きい高校がある。このような所属について

も増減理由を確認すると良い。 

 

（２）平成 30年度運用状況について 

 ・省エネ効果を高めようとしても簡単には、設備更新等はできないため、建物の建設・

改修の際は、省エネを意識するようにした方が良い。 

 ・公用車のエコカー率を高めることや、働き方改革による省エネも検討していくと良

い。 

 

別記様式 
開  催  記  録 

（審査委員会） 


